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▼
財
政
の
現
状
は
？

歳
入
（
市
税
・
地
方
交
付
税
）

市
税
収
入
は
、
平
成
20
年
度
歳
入

全
体
の
37
％
を
占
め
る
重
要
な
財
源

で
す
が
、
長
引
く
景
気
低
迷
や
減
税

の
影
響
に
よ
り
、
平
成
15
年
度
ま
で

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
平
成

17
年
度
か
ら
は
景
気
の
回
復
や
税
制

改
正
の
影
響
に
よ
り
増
加
に
転
じ
、

平
成
20
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き

増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

平
成
20
年
度
は
景
気
低
迷
に
伴
い

法
人
市
民
税
が
減
少
し
ま
し
た
が
、

固
定
資
産
税
は
、
新
築
家
屋
の
増
加

等
に
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

一
方
、
地
方
交
付
税
は
平
成
14
年

度
と
比
べ
る
と
10
億
円
も
減
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
歳
入
に
占
め
る
割
合

は
21
％
で
、
地
方
交
付
税
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
財
政
体
質
と
な
っ
て
い

ま
す
。

平
成
16
年
度
か
ら
は
、
三
位
一
体

の
改
革
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
額
が

減
少
し
て
い
て
、
た
い
へ
ん
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。（
表
２
）

歳
出
（
増
加
す
る
義
務
的
経
費
）

厳
し
い
歳
入
状
況
で
あ
る
一
方
、

退
職
金
を
含
む
人
件
費
や
借
入
金
の

返
済
費
用
で
あ
る
公
債
費
、
福
祉
関

係
の
扶
助
費
と
い
っ
た
義
務
的
経
費

は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ

り
、
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。（
表
３
）

こ
の
義
務
的
な
経
費
は
、
大
幅
な

削
減
が
困
難
で
あ
り
、
新
し
い
課
題

等
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の
財
源

が
不
足
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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▼
今
後
の
見
通
し
は
？

市
税
収
入
は
税
源
移
譲
分
が
一
定

額
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
景
気
低
迷

の
影
響
に
よ
り
大
幅
な
減
収
が
予
想

さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税
や

国
・
県
支
出
金
に
つ
い
て
も
中
長
期

的
に
は
更
な
る
縮
減
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
財
政
運
営

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
合
併
の
特
例
措
置
で
あ
る

普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
に
よ

る
増
加
額(

約
10
億
円)

が
あ
る
期
間

（
平
成
28
年
度
か
ら
段
階
的
に
削
減
、

平
成
32
年
度
で
終
了
）
内
に
、
行
財

政
改
革
を
断
行
し
、
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▼
健
全
な
行
財
政
運
営
に
向
け
て

今
後
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
多
様
化
複
雑

化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
応
え

て
い
く
た
め
、
ま
た
１
市
６
町
合
併

に
向
け
た
行
財
政
運
営
を
進
め
る
た

め
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
重
点

事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
主

財
源
の
積
極
的
な
確
保
を
図
り
、
引

き
続
き
効
率
的
で
持
続
可
能
な
財
政

構
造
へ
転
換
す
る
こ
と
で
健
全
な
行

財
政
運
営
を
図
り
ま
す
。

平成20年度　主要な事業
市政運営の基本指針として定めた「長浜市基本構想」に定められた８つの戦略テーマに分けて、平成20年

度に進められた主な事業について紹介します。

住民自治の確立を図りました
■地域国際化推進事業 １,４６７万円

安全で安心して暮らせるまちづくりを推進しました
■消防団統合関係事業 １,５２９万円
■全国瞬時警報システム(Jアラート)整備事業 ６１９万円
■防災関係事業 ２億９,０７７万円
■神照運動公園整備事業　 ４,９６０万円

子育てと学びの環境を充実しました
■下草野小学校整備事業 ３億２,７８１万円
■幼小中学校耐震補強工事 ２億６,４３６万円
■教育センター開設事業 ６７３万円
■認定子ども園開設準備事業 ２億３,０３１万円

若い人たちが定住できる環境を整備しました
■子ども医療費助成事業 ６２４万円

長浜ならではの地域魅力と住み良さを高めました
■観光情報茶屋四居家リニューアル事業 ４,３３３万円
■長浜城歴史博物館 開館２５周年記念展開催 ７８７万円
■子ども向けホームページ｢キッズページ｣の開設 ８４万円　
■景観条例施行関連事業 ４５２万円

環境に気づかい、自然を守り育てるまちづくりを推進しました
■森林環境学習やまのこ事業 ７３２万円
■さわやかで清潔なまちづくり推進事業 ９５万円
■長浜市環境基本計画策定事業 １８６万円
■竹生島環境保全事業 １,７２８万円

市民の誰もがいききと活躍できるまちづくりを推進しました
■図書館サービスの拡充 ３,５７０万円　
■第21回全国スポーツ・レクリエーション祭開催事業 ６１３万円
■スポーツ施設リニューアル事業 ２,７６４万円

未来を支えるたくましい経済基盤をつくります
■長浜駅周辺整備事業 ６,１３０万円
■農村振興総合整備事業 １,０７５万円
■まちづくりファンド活用事業 １,８５０万円　
■緊急経済・雇用労働事業 ３,８８５万円　

市消防団結団統合記念式典
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